
英国諸島の地史（Geological Development of the British Isles）

－　２０１１年度（平成２３年度）前期開講：資料　－

開　講：木曜日２時限  
講義室：Ｅ１０講義室　
定　員：150名　  　　  

講　義　の　主　題 

　「地史」とはこの字句があらわすとおり「地球の歴史」を意味することばであり，地史学では約46億年前の誕生か

ら現在にいたるまでの地球の歴史をとりあつかう．地球の歴史をあつかうには時間的にも空間的にもさまざまな視

点が必要となるが，どのような範囲や時間をあつかうにしても，地質学で用いる材料は地層や岩石であり，それら

を解釈する方法として層位学や古生物学，岩石学，構造地質学などがある．したがって，地史学は地学諸分野の

うえに成り立つといってもよい．

　一方，「英国諸島」は近代地質学の発祥の地として知られる．初期の地質学では英国諸島を舞台に数多くの地

質学的な基本概念や用語が提唱され確立されてきた．地質学の基本法則でもある”地層累重の法則”や”化石に

よる地層同定の経験則”などは英国諸島の地質をもとに確立されたものである．また，カンブリア紀，オルドビス

紀，シルル紀といった地質時代名は英国諸島の地名や古代民族名に由来する．われわれが暮らす日本列島は

活動的な地域で誕生し，現在も活発な変動帯に位置している．一方，現在の英国諸島は地震などのない静穏な

地域に位置しているが，地殻変動の影響を受けた時代があったし，砂漠化したり海におおわれたりとさまざまな自

然環境の変遷をへて現在にいたっている．そのため英国諸島は地史学の基礎を学ぶ材料を提供してくれる．

　そこで本講義では，担当教員が在英中に収集した資料などを使いながら，約25億年前から現在にいたるまでの

英国諸島の地史を，それぞれの時代の自然環境や生物などを中心に論じるとともに，地球の歴史を包括的に理

解し，その延長上に人類の誕生とその進化について考える機会を提供したい．

講　義　計　画　（予 定）

４月１４日：① ガイダンス　※履修届受付

　　 ２１日：② 地質学の基本用語（地質学とは，地質年代，岩石の種類，化石，テクトニクス）

　　 ２８日：③ 最古の岩石（先カンブリア代・・・地球史のはじまり）

５月　５日：※祝日

　　 １２日：④ 古生代１（カンブリア紀・・・生命の爆発）

　　 １９日：⑤ 古生代２（オルドビス紀・・・火山活動）

　　 ２６日：⑥ 古生代３（シルル紀・・・砂漠化）

６月　２日：⑦ 地殻変動１（カレドニア造山運動・・・山脈の形成）

　　 　９日：※ アンコール世界遺産国際管理運営委員会出席のため休講（予定）

　　 １６日：⑧ 古生代４（デボン紀・・・乾いた大地と浅い海）

　　 ２３日：⑨ 古生代５（石炭紀・・・大森林の形成）

　　 ３０日：⑩ 地殻変動２（ヘルシニア造山運動：ペルム紀～三畳紀・・・再び砂漠化）

７月　７日：⑪ 中生代１（ラティアン，ジュラ紀・・・静かな時代）

　　 １４日：⑫ 中生代２（白亜紀・・・恐竜の時代，そしてその終焉）

　　 ２１日：⑬ 新生代１（第三紀・・・哺乳類の発展）

　　 ２８日：⑭ 新生代２（第三紀・・・人類の誕生と進化）

８月　４日：※オープンキャンパス

　　 １１日：⑮ 新生代３（第四紀・・・氷河時代/人類の時代）
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